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研究成果の概要（和文）：50歳以降の日本人女性140名に対して、高解像度CT（HR-pQCT）による骨微細構造解析
を行い、皮質骨多孔性の発生に関与する因子を解析した。
本調査では、皮質骨多孔性は、海綿骨が温存されているほど多く発生していた。本結果は骨粗鬆症研究における
新しい知見であり、骨脆弱化のメカニズムにおける新しい仮説を提唱する礎となる。

研究成果の概要（英文）：Bone microstructural analysis by high-resolution CT (HR-pQCT) was performed 
on 140 Japanese women over the age of 50, and the factors involved with cortical bone porosity were 
analyzed.
Cortical porosity occurred more frequently in cases where trabecular bone was preserved in this 
study.
This result is a new finding in the research of osteoporosis and may become a basis for proposing a 
new hypothesis on the mechanism on bone deterioration.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
皮質骨多孔性は、通常の臨床用画像装置では検出することができないが、骨脆弱性を引き起こす骨構造の重要な
因子である。
本研究で、皮質骨多孔性の発生メカニズムの糸口が見つかり、かつ、今後さらに、皮質骨多孔性と、日常診療で
知り得る患者情報との関与を探索することで、骨折リスク評価や骨折予防へ貢献できると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
皮質骨多孔性とは、皮質骨の中に形成された小孔のことである。高齢者の皮質骨には、多数の小
孔が不顕性に生じているが、通常の画像機器では、その存在を検出することができない。よって、
皮質骨多孔性の病態は不明な部分が多い。 
 
HR-pQCTとは、ヒト生体に使用できる CTとしては最も高い解像度を有する四肢用の CTであ
る。これにより、患者生体の骨微細構造を解析することが初めて可能となった。 
 
現在の臨床用画像装置で、皮質骨多孔性を非侵襲的に解析できる装置はHR-pQCTのみである。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（橈骨遠位部の HR-pQCT画像。左と比べて右の症例で皮質骨多孔性が多数発生している） 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、HR-pQCTを用いて、日本人高齢者における皮質骨多孔性の発生の特徴を解明する。 
 
 
３．研究の方法 
 
対象：50 歳以降の健常人女性 
 
方法： 
（1）背景情報を収集(年齢、身長、体重、BMI) 
 
（2）高解像度 CT検査(High Resolution peripheral Quantitative CT:HR-pQCT、高解像度末梢
骨用定量的 CT)による橈骨遠位部と脛骨遠位部の骨微細構造を解析。  

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
（3）骨密度測定装置(dual-energy x-ray absorptiometry:DXA)により、腰椎(L1-4)と大腿骨近
位部(total、neck)の骨密度値(aBMD)を計測。 
超音波骨測定装置(quantitative ultrasound:QUS)により、踵骨 speed of sound(SOS)を計測。 
 
（4）血液検査にて、骨代謝マーカー(TRACP5b、P1NP)、25OH ビタミン D3、ペントシジンの一般
血液生化学検査を行う。 
 
統計解析： 
HR-pQCT で解析された皮質骨多孔性と、背景情報、骨密度、血液検査との相関を解析 
 
 
 
 
 



 
４．研究成果 
 
解析対象：健常人女性 140 名、50-87 歳 
 
結果：  
交絡因子である年齢で補正した相関解析の結果は、 
 
橈骨の皮質骨多孔性(Ct.Po)は、皮質骨厚(Ct.Th)や皮質骨面積(Ct.Ar)と正の相関を認め、海綿
骨の骨密度(Tb.vBMD)、骨梁体積密度(BV/TV)、骨梁幅(Tb.Th)とも正の相関を認めた。 
 
脛骨の皮質骨多孔性(Ct.Po)は、皮質骨の骨密度 (Ct.vBMD)と負の相関を認め、また、橈骨と同
様に、海綿骨の骨密度(Tb.vBMD)、骨梁体積密度(BV/TV)、骨梁幅(Tb.Th)と正の相関を認め、加
えて、骨吸収マーカーである TRACP5b と正の相関を認めた。 
 
考察： 
50 歳以降の女性において、皮質骨多孔性は、骨密度(Tb.vBMD)、骨梁体積密度(BV/TV)、骨梁幅
(Tb.Th)が高い、つまり、海綿骨が温存されているほど多く存在していた。本結果は交絡因子で
ある年齢の補正を行ない、かつ、生体内の異なる 2ヶ所(橈骨と脛骨)で共通して得られた所見で
あった。 
 
本結果は骨粗鬆症研究における新しい知見であり、骨脆弱化のメカニズムにおける新しい仮説
を提唱する礎となる。 
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